情報提供システムにおけるデータ交換ならびに配信に関する研究 by オオイソ, ヒロアキ & 大礒, 洋明
Osaka University
Title情報提供システムにおけるデータ交換ならびに配信に関する研究
Author(s)大礒, 洋明
Citation
Issue Date
Text Versionnone
URL http://hdl.handle.net/11094/44977
DOI
Rights
<137]
氏 名 大 議 ひ洋ろ あ明き
博士の専攻分野の名称、 博士(工学)
学位記番号 第 1 878 8 号
学位授与年月日 平成 16 年 3 月 25 日
学位授与の要件 学位規則第 4 条第 1 項該当
工学研究科情報システム工学専攻
学位論 文名 情報提供システムにおけるデータ交換ならびに配信に関する研究
論文審査委員 (主査)
教授薦田憲久
(副査)
教授村上孝三
教授西尾章治郎
教授・尾上孝雄 教授藤岡 弘
教授赤津堅造 教授下僚真司
論文内容の要旨
本論文は、情報提供システムの高度化を目的として、データ交換のための組織間の業務連携方式、及び近距離通信
規格である Bluetooth を使った建物内展示情報提供システムに関する研究成果をまとめたものであり、以下の 5 章か
ら構成される。
第 1 章では、情報提供システムにおいて、外部システムからのデータ獲得に関して業務連携方法が、データ管理・
配信においては利用者の状況に応じた情報提供方式が課題となることを説明した後、本研究の基本方針を論じること
により、本論文の目的と位置づけを明確にしている。
第 2 章では、大学および専門学校間で公開講座を相互提供するための連携方式について、学校にとってのメリット
明確化とシステム導入容易性を重視して、インセンティブ支払などを含む共通業務方式と、申込者区分および申込方
法に応じた具体的なデータ交換方法を提案している。提案方式に基づいて実装したシステムを、実際の公開講座提供
業務に使用し、アンケート調査を行うことによって、本方式およびシステムの有効性を検証している。
第 3 章では、位置情報を活用した建物内展示情報提供システムを、 Bluetooth を用いて設計し、そのシステムアー
キテクチャを提案するとともに、その実現の課題として、スムースな情報提示のために提供データを先行してダウン
ロードする方式の開発、効率的な接続切替方式の開発が必要なことを示している。プロトタイプシステムの実装を行
うことにより、システムの実現可能性を検証している。
第 4章では、大規模な建物内展示情報提供システムへの適用を前提に、位置推定情報を利用した Bluetooth の効率
的なハンドオフ方式を提案している。提案方式では、接続時にアクセスポイント探索処理を省略することで接続時間
を短縮するとともに、閲覧履歴と位置推定結果から進路予測を用い、予想進行方向にあるアクセスポイントに接続を
行う。シミュレーションによって提案方式と既存方式とを比較評価し、提案方式の有効性を示している。
第 5 章では、結論として本研究で得られた成果を要約し、今後に残された課題について述べ、本論文の総括として
いる。
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論文審査の結果の要旨
情報提供システムにおいては、タイムリーなデータ獲得のためのデータ交換において、業務連携方式の確立が求め
られているが、従来、各種 EDI (Electronic Data lnterchange) 標準の範曙をこえる業務レベルの連携方式の策定が、
システム連携の課題になっている。一方、展示施設において、利用者の端未操作が不要な情報提供方式として、利用
者の位置等の状況に適した自動的データ提供が可能なシステムが求められている。
本論文は、情報提供システムにおけるデータ交換方式ならびに配信方式を提案したものであり、その主要な成果を
要約すると次の通りである。
(1) 大学等教育機関における公開講座の相互提供業務を対象として、共通業務方式ならびにデータ交換方式を提案
し、システムの実装と現場での評価によって同方式の効率性を示し、学校分野における連携業務の効率化を実現
している。
(2) 位置情報を活用した建物内展示情報提供システムを実現するために、近距離通信規格である Bluetooth を用いた
システム・アーキテクチャを提案し、その実現のための課題を明確化するとともに、プロトタイプシステムの実
装を行い、システムの実現が可能であることを実証している。
(3) Bluetooth を用いた建物内展示情報提供システムを対象として、位置推定結果ならびに閲覧履歴を利用して利用
者の進路予測を行うことによって、より適切な接続先を選択するハンドオフ方式を考案し、ハンドオフの頻度低
減と所要時間短縮を通じて、ハンドオフの効率化を実現している。
以上のように、本論文は情報提供システムの高度化において成果を挙げた先駆的研究として、情報システム工学に
寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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